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導入事例 C a s e  S t u d y

Oracle Database Appliance

基幹データベースの性能／容量／
運用の課題をわずか数ヵ月で
一気に解決

株式会社タカミヤ

（ 取材日：2016年7月 ）

■データ量増加に伴い物流システムのデータ
ベース処理遅延が顕在化

■分析システムのデータベース容量が限界を
迎えていた

■バックアップから正しくデータを復旧
できる保証がなかった

大手釣具チェーン店「釣具のポイント」でおなじみの株式会社タカミヤでは、業務システムの
データベースの処理遅延や容量不足、バックアップ運用などに悩まされていました。
そこで、これらの課題を一気に解決することを狙って「Oracle Database Appliance
（以下、ODA）」を導入し、社内に散在していたOracle Databaseを集約しました。その
結果、データベース性能／容量の大幅アップと、安定的なバックアップ運用が実現しました。

P O I N T

■データベース・サーバをODAにリプレース
してリソースを大幅増強

■大容量ストレージを搭載したODA上に
社内のOracle Databaseを統合

■ODA導入を機にRMANを利用したバック
アップの仕組みを新たに構築

■すべてのデータベース処理でパフォーマンス
が2～40倍向上

■ストレージおよびメモリ・リソースに余裕が
できたことで運用もシンプルに

■すべてのデータベースに対して安心、高速、
無停止のフル／増分バックアップが可能に

Oracle Database Enterprise Edition
の監視／チューニングツールを
使って問題を迅速に解決

複数のデータベース・サーバを
統合し、確実なバックアップ
運用を一律に適用

Oracle Databaseの性能／
容量／可用性に関する課題を
まとめて一気に解決
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「自然を通して夢をお届けする」をモットーに、釣具
チェーン店「釣具のポイント」を68店舗展開する他、
フィットネスクラブの運営や環境保護活動の支援などを
通じて、サスティナブルな人と自然の関係を社会に広く
提案し続けています。

：福岡県北九州市八幡東区前田企業団地1-1
：1949年10月14日
：1963年1月16日
：9,000万円
 : http://www.takamiya.co.jp/
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従 来 新システム性能や容量に余裕がない。
バージョンが古く、管理が非効率的。

性能／容量が大幅に向上し、パフォーマンスUP。
Oracleバージョンを統一し、運用を簡素化。

障害対応や性能維持に手がかかる上に、性能・容量も不足 プログラムの影響を最小限にするため、インスタンスを統合
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   社内システムのデータベースに
   性能／容量／可用性の課題が
　

　釣りファンにはおなじみの釣具チェーン店「釣具
のポイント」を展開する株式会社タカミヤ。福岡県
北九州市に本社を構え、全国で68店舗を展開
するほか、楽天やAmazon、Yahoo!ショッピング
などのECショップでも業界トップクラスの売上げ
を誇っています。
　タカミヤの業務を支える社内システムは、基幹
系の「本部システム」と「物流システム」、そして
情報系の「分析システム」の3つに大きく分かれ、
それぞれ個別にOracle Databaseを運用してき
ました。しかし同社 システム推進室 室長 奥 準 氏に
よれば、サイロ化されたデータベースを複数維持し
てきた結果、様々な弊害が目立つようになって
きたと言います。

奥氏　商品マスタの増加や
物流センターの新設で
データ量が増えるに伴い、
データベースのスルー
プットが徐々に低下し、
時にはメモリ不足でデータ
ベースが停止してしまう
こともありました。特に
物流システムではデータ
ベース性能低下の影響で、
倉庫でのピッキングや検品などの作業効率が
明らかに低下していました。

　定期的にチューニングを実施していたものの、
その効果には限界があり、作業負荷も重くのしか
かっていました。データベース容量も心許なく、
分析システムは残容量2％の状態で中間集計格納
処理を停止するなどして何とかやりくりしている
状況でした。
　バックアップも各データベースごとにばらばら
に運用していた上、Oracle Databaseを
NOARCHIVELOG モードで動作させていたため、
万が一の際にバックアップから確実にデータベース
を復旧できる保証もありませんでした。

   Oracle Database Applianceによる 
   データベース・サーバ統合の道を選択
 
　こうした状況の根本的な改善を目指し、同社は

データベース・サーバの刷新および統合に乗り出し
ました。性能と容量の問題を解決し、複数のデータ
ベース・サーバを統合するための新データベース・
サーバには、十分なスペックとキャパシティが求め
られました。またすでに業務に悪影響が出始めてい
たため、なるべく短期間のうちにリプレースできなけ
ればならず、かつコストを抑える必要もありました。
様々な製品を比較検討する中で、これら諸条件を

満たす有力候補として浮上したのが、アシストが
推奨する「Oracle Database Appliance（以下、
ODA）」でした。ODAは、Oracle Database 
Enterprise Editionとデータベース・サーバ、スト
レージを一体として提供するアプライアンス製品。
オラクル社によってソフトウェアとハードウェア
一式が最適な形で組み合わされているため、事前
の組み合わせ検証が不要。迅速かつ安全に導入で
きる点が同社の要件と合致しました。
　また奥氏によれば、ODA独自のソフトウェア・
ライセンスの算定方法が、同社のコスト要件に
うまくマッチしたと言います。

奥氏　Oracle Databaseはデータベース・サーバに
搭載されたすべてのCPUコアの数に応じてライセ
ンスが課金されますが、ODAは「実際に使うコ
ア数」分のライセンス・コストだけで利用できます。
そのため、一般的なデータベース・サーバよりはる
かにライセンス・コストを低く抑えられます。また大
容量のメモリとディスクを搭載しており、十分な容
量とスペックを備えながら、4Uというコンパクトな
筐体に収まっているため、データセンターのコストを低
く抑えられる点も魅力でした。

　ODA導入でデータベースの大幅
　な高速化と容量アップを実現
  
　同社は2014年9月にODAのラッキングを完了。
テスト移行を行った後、同年10月に情報系システム、
11月23日には本部システムおよび物流システムの
本番データベースをODAへ移行しました。
これだけ短期間のうちに複数のデータベース・
サーバを移行／統合し、かつOracle Databaseの
バージョンが9i R2から11g R2へと上がったにも
かかわらず、アプリケーション側の改修作業は
ほとんど発生しませんでした。
　ただし一部でパフォーマンス劣化の可能性も
考えられたため、移行を終えた翌日は「SQL監視」や
「ADDMレポート」といったOracle Database 

Enterprise Editionの監視ツールを使ってデータ
ベース処理を監視、処理遅延の箇所をピンポイン
トで特定し、その場でチューニングを施しました。
その結果、短期間のうちに性能問題を解決し、ODA
移行に伴う業務への影響を最小限に抑えられまし
た。「『SQL監視』や『SQLチューニング』、『ADDMレ
ポート』といったツールを使うと、ゲーム感覚で簡単
にチューニングできます」と、奥氏はこれらツールの
使い勝手を高く評価しています。
　ODA導入後は、すべてのデータベース処理で2～
40倍ほどパフォーマンスが向上し、中には処理時間
が150分の1にまで短縮された例もありました。また
RMANを使った本格的なバックアップ運用体制を
構築したことでOracle Database Enterprise Edition
の標準機能である高速増分バックアップを使った
無停止フル／増分バックアップが可能になりました。

奥氏　ハードウェア刷新によるデータベース高速
化の効果をまざまざと見せつけられた思いです。
業務面でもシステム運用面でもいいことづくしで、
「速さはすべてを癒す」です。

　データベースの新規作成時に
　ライセンス購入が不要に
  
　ODAの本番稼働後、同社ではデータベースを
新たに2つ構築しましたが、従来ならOracle 
Databaseのライセンスを追加購入するところ
を、ODAにインスタンスを立てるだけで済んだと
言います。「データベースの新規作成時に新たに
ライセンス・コストが発生しない点は、大きなコス
トメリットだと感じている」（奥氏）。

　タカミヤでは今後、アプリケーション・サーバと
Webサーバをパブリッククラウド上に移行させ、
データセンターに設置したODAのデータベースと
接続する「ハイブリッドクラウド」のアーキテクチャを
導入する計画だと言います。こうした将来構想を
実現する上でも、アシストの支援には今後も期待し
たいと奥氏は述べます。

奥氏　ODA導入以前から、別製品でアシストのサ
ポートサービスを利用していましたが、本来ならサ
ポート外の問い合わせでも親身になって相談に
乗ってくれるなど、対応力は日本でトップレベルで
す。これからもODAをうまく乗りこなしていく上で、
アシストの手厚い支援は不可欠だと感じています。
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